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●市の人口と世帯数（平成19年12月15日現在） ●人口 38,945人（男 18,627人／女 20,318人） ●世帯数　13,367世帯

広報

2008

1.1
お知らせ号

№70

　木作町内会三十三俵しめ縄奉納実行委員会が三
新田神社に、長さ15㍍（重さ300㌕）の大しめ縄
と三十三個の俵を奉納しました。
　同町内会は16年続けて奉納しており、白戸英行
会長は「新年が良い１年であることを願って奉納
しています」と話していました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
新
春
を
健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
県
内
の
経
済
状

況
は
景
気
回
復
が
見
込
め
ず
足
踏
み
状
態

と
発
表
さ
れ
、
灯
油
を
は
じ
め
、
生
活
用

品
が
軒
並
み
値
上
げ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
は
大
き

く
、
大
変
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
記
録
的
な
暖
冬
、
夏
の
猛
暑
な

ど
天
候
異
変
に
よ
る
災
害
が
数
多
く
あ

り
、
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
温
暖
化
の
取

り
組
み
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
つ
が
る
市
の
本
年
に
お
け

る
重
点
的
な
取
り
組
み
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

農
家
が
希
望
と
誇
り
を
持
て
る
農
業
政

策
と
し
て
、
本
年
も
引
き
続
き
「
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
昨
年
は
ブ
ラ
ン
ド
の
認
定
シ
ー
ル
が

張
ら
れ
た
農
産
物
が
初
め
て
市
場
に
出

荷
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
市
場
関
係

者
か
ら
も
一
定
の
評
価
を
受
け
た
こ
と
か

ら
価
格
が
良
好
に
推
移
し
た
も
の
と
受
け

取
っ
て
お
り
、
ブ
ラ
ン
ド
化
へ
の
取
り
組

み
の
成
果
と
し
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

続
い
て
、
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
木
造
地
区
の
統
合
中
学

校
の
体
育
館
が
三
月
完
成
予
定
、
校
舎
も

基
礎
杭
工
事
が
終
わ
り
順
調
に
進
ん
で
お

り
ま
す
。
ま
た
、
稲
垣
地
区
の
下
繁
田
、

繁
田
、
豊
川
の
三
小
学
校
の
統
合
に
つ
い

て
も
、
協
議
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
双

方
平
成
二
十
一
年
四
月
に
開
校
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
車
力
中
学
校
と
向
陽
小
学
校
に

つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
管
理
に
努
め
、
で

き
る
だ
け
早
い
機
会
に
校
舎
建
設
の
目
途

を
付
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
懸
案
で

あ
り
ま
し
た
斎
場
が
動
物
用
火
葬
炉
と
と

も
に
、
十
月
か
ら
稼
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
防
災
無
線
の
一
元
化
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
本
年
は
森
田
地
区
を
整
備
し
ま
す
。

近
年
の
天
候
異
変
な
ど
に
対
応
す
る
体
制

を
し
っ
か
り
と
構
築
し
、
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

健
康
・
福
祉
・
医
療
制
度
が
近
年
頻
繁

に
改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
市
民
へ
の

情
報
提
供
に
努
め
、
四
月
か
ら
始
ま
る
特

定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
及
び
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
手
続
き
に
も
混
乱

が
な
い
よ
う
、
ま
た
、
受
診
率
の
向
上
と

保
健
指
導
の
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
間
も
な
く
新
市
が
誕
生
し
て
三

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
非
常

に
厳
し
い
財
政
運
営
の
中
で
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
、
負
担
の
増
加
は
、
極
力
避

け
な
が
ら
も
、
今
日
の
社
会
情
勢
に
即
応

し
た
組
織
づ
く
り
や
効
率
的
な
市
行
財
政

運
営
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ⅹ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
関

わ
り
、
昨
年
十
一
月
、
再
編
交
付
金
の
内

示
額
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
十
年
間
の

時
限
立
法
で
交
付
さ
れ
る
訳
で
す
が
、
本

市
の
振
興
に
繋
が
る
事
業
を
選
択
し
て
有

効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
他
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
、
行
政
運
営
に
あ

た
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
は
「
子
年
」
で
あ
り
、
縁

起
の
由
来
と
し
て
、
小
回
り
が
き
く
こ
と

か
ら
、
行
動
力
を
も
っ
て
財
を
成
す
、
ま

た
繁
殖
が
旺
盛
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
孫

繁
栄
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
子
年
に
あ
や
か
り
、
つ
が
る
市
も
飛

躍
の
年
と
な
る
よ
う
邁
進
し
て
参
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

つがる市長

福　島　弘　芳



広報つがる 2008.1.1❸

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
議
会
に
対
し
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
又
貴
重
な
ご

意
見
を
頂
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
現
在
地
方
の
景
気
は
、
大
都
市

圏
の
好
況
と
は
裏
腹
に
低
迷
し
、
米
価
の

下
落
や
原
油
高
が
そ
れ
に
追
い
討
ち
を
か

け
て
い
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
の
三
位
一
体
改
革
の
推
進
に

伴
い
、
地
方
交
付
税
の
削
減
が
続
い
て
お

り
、
税
財
源
の
乏
し
い
わ
れ
わ
れ
地
方
の

自
治
体
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
を
迫

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
わ
が

市
に
お
い
て
は
、
昨
年
、
懸
案
の
木
造
斎

場
の
完
成
や
木
造
地
区
の
統
合
中
学
校
建

設
に
着
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
市
の
重
要
施
策
で
あ

る
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
、
今
、
強
力

に
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
行
政

主
導
型
か
ら
一
歩
進
め
、
行
政
と
農
家
を

含
め
た
関
係
者
が
一
層
連
携
を
強
め
、
市

を
挙
げ
て
、
意
気
込
み
を
表
面
に
出
し
た

活
動
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
過
程
に
お
い
て
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
を
全
国
に
発
信
し
、
農
業

の
み
な
ら
ず
商
工
業
を
含
め
た
各
分
野
の

発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

又
、
一
昨
年
、
米
軍
の
再
編
成
に
伴
っ

て
わ
が
市
に
配
備
さ
れ
た
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー

ダ
ー
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
理
解
と
協
力

な
く
し
て
は
国
の
防
衛
政
策
も
成
り
立
た

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
議

会
と
し
ま
し
て
も
、
昨
年
十
一
月
に
防
衛

省
と
東
北
防
衛
局
に
陳
情
に
行
き
、
地
域

住
民
の
安
全
と
民
生
の
安
定
に
係
る
対
策

を
求
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
住
民

の
安
全
安
心
を
第
一
に
考
え
て
、
基
地
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
、
五
町
村
が
合
併
し
て
三
年
近
く

に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、「
つ
が

る
市
」
と
し
て
の
一
体
感
が
日
増
し
に
強

く
な
っ
て
い
く
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
積

み
残
さ
れ
て
い
る
課
題
も
多
々
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
を
着
実
に
解
決
し
て
、「
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
え
る
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
議
会
と
行
政
、
そ

し
て
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
進
ん
で
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
自
治
体
の
財
政
破
た
ん
が
報
道

さ
れ
、
全
国
の
自
治
体
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
ま
し
た
。

　

私
ど
も
議
会
も
、
絶
え
ず
財
政
の
健
全

化
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
多
様
化
す
る

市
民
の
要
望
に
対
応
し
つ
つ
、
行
政
運
営

の
議
論
を
尽
く
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
信

頼
に
応
え
る
議
会
運
営
を
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

つがる市議会議長

髙　橋　作　藏

20年度完成予定、統合新木造中学校

謹賀新年謹賀新年
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１
月
の
行
政
相
談

〈
木
造
会
場
〉

日　

時　

１
月
11
日
、
25
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場　

所　

市
役
所
２
階　

相
談
室

　
　
　

行
政
相
談
委
員　

工
藤　

義
則 

氏

　
　
　
　

木
造
若
緑
５
の
７

　
　
　
　
　

電
話　

42
•
５
５
６
８

〈
森
田
会
場
〉

日　

時　

１
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

森
田
高
齢
農
業
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　

行
政
相
談
委
員　

佐
藤　

朋
子 

氏

　
　
　
　

森
田
町
床
舞
豊
原
84
の
２

　
　
　
　
　

電
話　

26
•
２
３
７
０

〈
車
力
会
場
〉

　

 

毎
日
実
施
（
フ
ラ
ッ
ト
の
定
休
日
を
除
く
）

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
確
認

の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
４
時

場　

所　

む
ら
お
こ
し
拠
点
館
フ
ラ
ッ
ト

　
　
　
　
　

電
話　

69
•
５
２
１
５

　
　
　

行
政
相
談
委
員　

鳴
海　
　

久 

氏

　
　
　
　

牛
潟
町
柏
山
３
の
１

　
　
　
　
　

電
話　

56
•
３
５
１
４

　

農
家
相
談
を
開
催

　

農
業
委
員
会
で
は
左
記
に
よ
り
農
家
相
談
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等

相
談
し
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

日　

時　

１
月
24
日
（
木
）

　

○
稲
垣
支
所　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

○
車
力
支
所　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

つ
が
る
市
農
業
委
員
会
事
務
局

電
話　

25
•
３
８
２
０　

　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
デ
ー
in
柏

日　

時　

１
月
21
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
正
午

場　

所　

柏
公
民
館

内　

容

•
血
圧
、
体
脂
肪
、
腹
囲
測
定

• 
愛
煙
家
相
談
（
呼
気
中
一
酸
化
炭
素
濃
度
、

尿
中
ニ
コ
チ
ン
濃
度
測
定
）

•
骨
密
度
測
定
（
骨
の
強
度
）

• 

健
康
に
関
す
る
相
談
（
健
康
手
帳
が
あ
る
方

は
持
参
く
だ
さ
い
）

※ 

「
豆
腐
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
試
食
会
」も

実
施
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所　

健
康
推
進
課

電
話　

42
•
２
０
４
４　

　

看
護
師
を
募
集
し
ま
す

　
つ
が
る
市
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
後
の

看
護
体
制
充
実
の
た
め
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

正
看
護
師　
　
　
　

２
名
程
度

　
　
　
　
　

非
常
勤
正
看
護
師　

３
名
程
度

募
集
期
間　

12
月
27
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
１
月
25
日

応
募
方
法　

履
歴
書
を
持
参
若
し
く
は
郵
送

応
募
年
齢　

問
い
ま
せ
ん

採
用
方
法　

面
接
に
よ
る

採
用
予
定
年
月
日　

平
成
20
年
４
月
１
日

　

問
い
合
わ
せ
先

　

  

つ
が
る
市
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー 

佐
藤
ま
で

電
話　

42
•
３
１
１
１

　

　
第
24
回
つ
が
る
市
く
ら
し
の
工
夫
展

　

市
内
の
農
村
女
性
が
一
堂
に
会
し
、
つ
が
る

ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
お
い
し
い
食
べ
方
を
紹
介

し
、
旬
の
農
産
物
、
自
慢
の
加
工
品
を
販
売
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

日　

時　

１
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

場　

所　

「
松
の
館
」

主
な
催
し
物

　

 　

く
ら
し
の
創
意
工
夫
展
、
お
い
し
い
つ
が

る
ブ
ラ
ン
ド
の
料
理
実
演
試
食
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
等

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

西
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部

　
　

普
及
指
導
室　

電
話　

42
•
２
２
２
２

　

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
19
年
12
月
31
日
現

在
で
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
事
業
所
を
対
象
と

し
て
、
活
動
実
態
を
調
査
し
ま
す
。

　

調
査
票
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
１
月
中
に
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
き
実
施
さ

れ
る
も
の
で
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、

企
業
や
大
学
な
ど
の
研
究
資
料
、
学
校
教
材
な

ど
に
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所　

企
画
課電

話　

42
•
２
３
７
２　

　

下
水
道
へ
加
入
の
お
願
い

　　

下
水
道
は
家
庭
の
生
活
雑
排
水
、
し
尿
な
ど

の
汚
水
を
処
理
す
る
も
の
で
、
家
庭
環
境
を
衛

生
的
に
保
ち
快
適
な
暮
ら
し
を
与
え
る
と
共
に
、

周
辺
の
生
活
環
境
の
改
善
、
用
排
水
路
や
河
川

の
汚
れ
を
防
ぐ
も
の
で
す
。

　

ま
だ
下
水
道
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

加
入
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
洗
化
工
事
を
す
る
方
へ
の
融
資
斡

旋
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
融
資
斡
旋
制
度

•
融
資
限
度
額　

60
万
円
以
内

•
償
還
期
限　
　

５
年
（
60
カ
月
以
内
）

•
利
息
は
市
が
補
給
い
た
し
ま
す

•  

供
用
開
始
か
ら
５
年
以
内
に
工
事
を
実
施
し

た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す

　

問
い
合
せ
先

　
　

市
役
所　

下
水
道
課

電
話　

42
•
２
５
９
３　
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青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金
が

　
　
　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

『
青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金
』
は
、
平
成
19

年
12
月
21
日
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

○
鉄
鋼
業　
　
　
　
　
　
　

時
間
額
７
４
１
円

○ 

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業　

時
間
額
６
８
１
円

○
各
種
商
品
小
売
業　
　
　

時
間
額
６
７
６
円

○
自
動
車
小
売
業　
　
　
　

時
間
額
７
１
３
円

　

な
お
、
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
『
青
森
県
産
業
別
最
低
賃
金
』
は
、
平

成
19
年
10
月
31
日
か
ら
、
時
間
額
６
１
９
円
に

改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

必
要 

事
項　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
、
電

話
番
号
、
応
募
理
由
、
各
種
モ
ニ
タ
ー
の

経
験
、
携
帯
電
話
以
外
の
電
子
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
（
あ
る
場
合
）

応
募
締
切　

１
月
31
日(

木)(

当
日
消
印
有
効)

応
募 

方
法 

「
学
生
募
集
要
項
」
が
必
要
な
方
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
郵
送
先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

選 

考 

日　

２
月
５
日
（
火
）

選
考
方
法　

学
科
試
験
（
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
）

　
　
　
　
　

マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式

　

地
域
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

　

市
で
は
、
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ

り
、「
銀
杏
ヶ
丘
公
園
」

（
木
造
中
央
公
民
館

隣
）
に
公
衆
ト
イ
レ
を

新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く

じ
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
振
興
、
発
展
を
目
的
に
同

セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

銀
杏
ヶ
丘
公
園
は
市
民
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、
大
い
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
役
所　

建
築
住
宅
課

電
話　

42
•
２
６
４
８　

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

青
森
労
働
局　

賃
金
室

電
話
０
１
７
•
７
３
４
•
４
１
１
４　

　

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

県
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
県
民
の
皆

様
か
ら
意
見
・
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
施
策

の
企
画
・
立
案
の
参
考
に
す
る
た
め
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募 

資
格　

県
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
の

方
（
平
成
15
年
度
以
降
に
県
政
モ
ニ
タ
ー

を
経
験
し
た
方
は
除
く
）

募
集
人
員　

１
０
０
名
程
度

期　
　

間　

平
成
20
年
４
月
か
ら
２
年
間

仕　
　

事　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答

　
　
　
　
　

（
年
３
回
程
度
）

応
募
方
法

　

 　

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
は
が
き
又
は
電

子
メ
ー
ル
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

青
森
県　

企
画
政
策
部　

政
策
調
整
課

　
　

広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ　

県
政
モ
ニ
タ
ー
係

　
　
　

電
話
０
１
７
•
７
３
４
•
９
１
３
８

　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル　

koho@
pref.aom

ori.lg.jp

　

平
成
20
年
度　

学
生
募
集

○
青
森
県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

及
び
つ
が
る
校

募
集
人
員

　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校　
　

造
園
科
15
名

　

つ
が
る
校　
　

溶
接
科
・
配
管
科
各
20
名

募
集
期
間　

平
成
20
年
１
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
２
月
15
日
（
金
）

訓
練
期
間　

１
年
間

試 

験 

日　

２
月
21
日
（
木
）

応
募
資
格 　

職
業
に
必
要
な
技
能
及
び
こ
れ
に

関
す
る
知
識
を
習
得
し
た
い
方

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校

電
話
０
１
７
２
•
32
•
６
８
０
５　

　
　

弘
前
高
等
技
術
専
門
校
つ
が
る
校

電
話　

42
•
２
４
２
４　

○
青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

募 

集
人
員　

生
産
技
術
科
・
制
御
技
術
科
・
電

子
技
術
科(

各
20
名)

、
情
報
技
術
科(

30
名)

募
集
期
間　

平
成
20
年
１
月
８
日
（
火
）
〜

１
月
25
日
（
金
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

　
　

（
五
所
川
原
市
飯
詰
狐
野
１
７
１
の
２
）

電　

話　

37
•
３
２
０
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

37
•
３
２
０
３　

　

１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

 

〜
緊
急
時 

頼
れ
る
あ
な
た
の 

１
１
０
番
〜

 

１
１
０
番
の
か
け
方
は
、
慌
て
ず
に
ゆ
っ
く
り
と

１　

事
件
か
？
事
故
か
？

２　

場
所
は
ど
こ
か
？
目
標
物
は
あ
る
か
？

３　

何
分
ぐ
ら
い
前
か
？

４　

ど
う
い
う
状
況
か
？

５　

 

あ
な
た
の
名
前
と
電
話
番
号
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

１
１
０
番
の
適
切
な
利
用
に
つ
い
て

　

１
１
０
番
通
報
は
、
警
察
への
緊
急
手
段
で
す
。

　

緊
急
の
対
応
を
要
し
な
い
各
種
要
望
・
相
談

等
は
、
安
心
の
警
察
相
談
専
用
電
話

　
　

＃
９
１
１
０
番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
か
ら
１
１
０
番
す
る
際
は
、

所
在
地
や
番
地
、
目
標
物
の
確
認
と
通
話
中
は

で
き
る
だ
け
場
所
を
移
動
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

警
察
官
が
事
件
現
場
に
早
く
到
着
で
き
る
よ

う
に
、
近
く
に
あ
る
目
標
物
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

つ
が
る
警
察
署　

地
域
課

電
話　

42
•
３
１
５
０　

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
つ
が
る
12
．
15
№
69
号

　

２
ペ
ー
ジ
「
市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
の

状
況
」
記
事
⑺
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況
、
市

長
の
給
料
・
報
酬
月
額
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
、
市
長
８
２
０
０
０
０
円
及
び

　

（
退
職
手
当
）
給
料
月
額
×
在
職
月
数
×

　

１
０
０
分
の
52　

で
す
。

　

５
ペ
ー
ジ
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
の
結
果
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
優
勝　

木
造
Ｂ
（
木
造
）

（
正
）
優
勝　

ヒ
ラ
カ
ワ
事
務
器
（
柏
）
で
す
。

訂
正
し
て
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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三種混合予防接種(DPT)について
《ジフテリア･百日咳･破傷風》～接種対象者の年齢･間隔･回数を守りましょう！～
　三種混合予防接種は、生後３ヶ月から90ヶ月未満の間に、第１期の初回接種（１、２、３回）と追加接種（１
回）の計４回行います。
　初回接種は３週間から８週間までの間隔で３回受けます。そして、初回接種３回終了後に６ヵ月以上（標準的
には初回終了後12ヵ月から18ヵ月までの期間）の間隔をあけて追加接種を１回受けます。

　三種混合予防接種は、上記の年齢・間隔・回数で確実に受け、基礎免疫をつくっておくことが大切です。
上記の年齢・間隔・回数をはずれた場合は、予防接種法における定期接種とならず、任意接種となりますので、ご注
意ください。（しかし、第１期の初回接種時において、対象者が急な発熱等の医学的な理由で予防接種を行うことが
不適当な状態にあったことにより、接種期間をこえて実施せざるを得ない場合には、定期の予防接種として取り扱い
ます。）
　任意接種は、保護者の自己負担で個人的に受けていただき、予防接種で生じた健康被害に対し「予防接種法による
健康被害救済制度」が適用されません。
　このように定期の予防接種として重篤な健康被害が発生した時に救済制度が適用される事を含め、現在接種途中な
どで年齢や間隔及び期間がずれている対象者は早めに終えるようにしてください。平成20年４月１日からは年齢・間
隔・回数をはずれた場合（任意接種となり）は、自己負担となりますので、早めに忘れず受けるようにしましょう。

　★ 小学校入学前の麻しん風しん混合ＭＲワクチン（Ⅱ期）は、もう受けましたか？
　　◎ 対象者　平成13年４月２日～平成14年４月１日生
　　◎ 無料で受けられる期間は平成20年３月31日迄です。
　　※　不明な点、疑問な点などがありましたら、お気軽にお問い合わせください。

問い合わせ先　健康推進課　電話４２－２０４４

１　信号機設置、運用について
　　弘前柏線、じょっぱり温泉交差点に信号
　機が設置され、12月25日から運用開始にな
　りました。
２　車両感応式信号機から定周期式信号機へ
　の変更運用について
　　12月から３月までの冬
　期間、富萢町バイパス道
　の感応式信号機交差点と
　稲垣町沼崎農道の北側の感応式信号機交差
　点の２箇所が定周期式信号機交差点となり
　ます。

○つがる警察署管内では、昨年１件の交通死亡
　事故が発生しました。今年こそは、死亡事故
　ゼロで過ごしたいと願っております。
○市民の皆さん
•高齢者と子供をを交通事故から守る
•飲酒運転は絶対しない
•交通マナーを守る
•早めにライトを点灯する
•シートベルトを締めることに心がけ、
　交通事故を防止しましょう。

１割のスピードダウン、
　  Slow down by 10％,
２倍の車間距離、
　  Double your following distance,
３分早めの出発を心がけよう
　  Plan ahead!(3 minutes) early.

１割のスピードダウン、
　  Slow down by 10％,
２倍の車間距離、
　  Double your following distance,
３分早めの出発を心がけよう
　  Plan ahead!(3 minutes) early.

冬道は、
On winter roads…
冬道は、
On winter roads…

つがる警察署つがる警察署


